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上
条 

全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会

全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会

全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
及
び
担
当
者
研
修
会
に

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
及
び
担
当
者
研
修
会
に

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
及
び
担
当
者
研
修
会
に   

参
加
し
て
き
ま
し
た

参
加
し
て
き
ま
し
た

参
加
し
て
き
ま
し
た   

平
成
二
十
八
年
度
の
全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協

議
会
（
関
東
・
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
及
び
担
当
者
研
修

会
）
が
、
十
月
二
十
日
～
二
十
一
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
静

岡
県
焼
津
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
協
議
会
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
伝
建
を
擁
す
る
地
区
で

持
ち
回
り
で
年
一
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
文
化
庁
の
伝
建
担

当
の
調
査
官
も
来
賓
と
し
て
招
か
れ
、
伝
建
を
担
当
す
る
各

地
区
の
行
政
担
当
者
の
意
見
交
換
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
協
議
会
で
は
、
一
日
目
に
基
調
講
演
、
事
例
発
表
、

意
見
交
換
を
行
い
、
二
日
目
に
花
沢
地
区
の
現
地
視
察
を
行

い
ま
し
た
。 

花
沢
地
区
は
、
平
成
二
十
六
年
に
重
伝
建
に
選
定
さ
れ
た

比
較
的
新
し
い
伝
建
地
区
で
、
焼
津
市
北
東
部
の
山
間
に
位

置
し
、
山
の
谷
地
に
形
成
さ
れ
た
山
村
集
落
で
す
。
山
か
ら

集
落
を
見
下
ろ
す
風
景
は
上
条
と
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
一

方
、
集
落
を
貫
く
街
道
に
沿
っ
て
屋
敷
割
り
が
な
さ
れ
て
い

る
集
落
景
観
は
上
条
と
異
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
号
で
は
焼
津
市
花
沢
伝
建
地
区
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
合

わ
せ
て
東
京
国
立
博
物
館
の
特
別
展
に
出
品
さ
れ
て
い
る
作

品
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

【
花
沢
地
区
の
基
本
情
報
】

【
花
沢
地
区
の
基
本
情
報
】

【
花
沢
地
区
の
基
本
情
報
】   

・
保
存
地
区
の
面
積 

 

約
十
九
．
五
ヘ
ク
タ
ー
ル 

・
伝
統
的
建
造
物 

建
築
物 

六
十
二
件 

工
作
物 

四
十
一
件 

・
環
境
物
件 

十
四
件 

  

花
沢
地
区
は
山
の
谷
地
に
あ
る
三
十
戸
ほ
ど
の
山
村
集
落

で
す
。
保
存
地
区
は
南
北
に
長
く
、
街
道
（
旧
東
海
道
）
沿

い
の
屋
敷
地
を
畑
や
山
林
が
取
り
囲
み
、
山
の
中
腹
か
ら
の

遠
望
は
隠
れ
里
の
よ
う
な
風
景
で
す
。
建
物

に
は
江
戸
時
代
の
主
屋
や
付
属
屋
が
残
り
、

明
治
時
代
後
半
以
降
の
お
茶
・
蜜
柑
・
養
蚕

の
盛
行
と
と
も
に
建
物
が
増
改
築
さ
れ
て
き

ま
し
た
。 

 

山
の
谷
地
に
形
成
さ
れ
た
花
沢
の
景
観

は
、
街
道
沿
い
に
石
垣
と
付
属
屋
が
階
段
状

に
連
な
る
建
物
群
と
周
囲
の
山
林
・
畑
地
、

川
な
ど
の
自
然
環
境
が
調
和
し
た
、
独
特
の

景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。 

 

【
花
沢
地
区
の
位
置
】

【
花
沢
地
区
の
位
置
】

【
花
沢
地
区
の
位
置
】   

写真上）法華寺  写真下）カフェ 

焼津市花沢 

静岡県 

山梨県 

甲州市上条 早川町赤沢 

長野県 

法華寺法華寺法華寺   

河川と道河川と道河川と道   

焼
津
市
花
沢 

焼
津
市
花
沢 

焼
津
市
花
沢 

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区   

集落の様子 

保存地区内地図 



 
 

 

お
知
ら
せ  

 

※
申
込
み
・
文
化
財
課
ま
で 

（
☎ 

三
二-

五
〇
七
六
） 

天
目
山 

栖
雲
寺

天
目
山 

栖
雲
寺

天
目
山 

栖
雲
寺   

宝
物
風
入
れ
展

宝
物
風
入
れ
展

宝
物
風
入
れ
展   

   

栖
雲
寺
で
は
年
に
一
度
、
寺
宝
の
展
覧
会
を
開
催
し
て

栖
雲
寺
で
は
年
に
一
度
、
寺
宝
の
展
覧
会
を
開
催
し
て

栖
雲
寺
で
は
年
に
一
度
、
寺
宝
の
展
覧
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

い
ま
す
。   

 

日 

時 
 

十
一
月
十
二
日
（
土
）
・
十
三
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

午
前
九
時
～
午
後
三
時 

 

場 

所 
 

天
目
山
栖
雲
寺
（
大
和
町
木
賊
一
二
二
） 

 

観
覧
料 

 

大
人
五
百
円 

小
人
三
百
円 

 

申
し
込
み
不
要 

 

   

第
六
回 

歴
史
的
風
致
散
策

第
六
回 

歴
史
的
風
致
散
策

第
六
回 

歴
史
的
風
致
散
策   

   

特
別
公
開
「
名
勝 

向
嶽
寺
庭
園
」
の
見
学
と
塩
ノ

特
別
公
開
「
名
勝 

向
嶽
寺
庭
園
」
の
見
学
と
塩
ノ

特
別
公
開
「
名
勝 

向
嶽
寺
庭
園
」
の
見
学
と
塩
ノ

山
・
コ
ロ
ガ
キ
の
里
を
歩
く
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

山
・
コ
ロ
ガ
キ
の
里
を
歩
く
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

山
・
コ
ロ
ガ
キ
の
里
を
歩
く
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。   

 

日 

時 
 

十
一
月
二
十
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

午
前
九
時
～
午
後
四
時
頃 

 

集
合
場
所 

甲
州
市
役
所 

 

参
加
費 

 

千
円
（
拝
観
料
・
保
険
代
） 

 

 

第
十
回 

上
を
条
集
落
見
学
会

第
十
回 

上
を
条
集
落
見
学
会

第
十
回 

上
を
条
集
落
見
学
会   

   

集
落
を
一
望
で
き
る
山
へ
登
り
、
紅
葉
し
た
山
々
に
囲

集
落
を
一
望
で
き
る
山
へ
登
り
、
紅
葉
し
た
山
々
に
囲

集
落
を
一
望
で
き
る
山
へ
登
り
、
紅
葉
し
た
山
々
に
囲

ま
れ
た
秋
の
上
条
集
落
の
風
景
を
楽
し
み
ま
す
。

ま
れ
た
秋
の
上
条
集
落
の
風
景
を
楽
し
み
ま
す
。

ま
れ
た
秋
の
上
条
集
落
の
風
景
を
楽
し
み
ま
す
。   

 

日 

時 
 

十
一
月
二
十
七
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

午
前
八
時
半
～
午
後
一
時
頃 

 

集
合
場
所 

福
蔵
院
駐
車
場 

 

参
加
費 

 

無
料
（
保
険
代
を
当
日
徴
収
） 

   
東
京
国
立
博
物
館

東
京
国
立
博
物
館

東
京
国
立
博
物
館   

【
特
別
展 

臨
済
禅
師
一
一
五
〇
年 

白
隠
禅
師
二
五
〇
年
遠
諱
記
念
】

【
特
別
展 

臨
済
禅
師
一
一
五
〇
年 

白
隠
禅
師
二
五
〇
年
遠
諱
記
念
】

【
特
別
展 

臨
済
禅
師
一
一
五
〇
年 

白
隠
禅
師
二
五
〇
年
遠
諱
記
念
】   

   

禅禅禅   
心
を
か
た
ち
に

心
を
か
た
ち
に

心
を
か
た
ち
に   

 

東
京
国
立
博
物
館
で
は
十
月
十
八
日
か
ら
十
一
月
二
十
七

日
ま
で
、
特
別
展
「
禅 

心
を
か
た
ち
に
」
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
臨
済
宗
・
黄
檗
宗
の
本
山
・
末
寺
か
ら
名
宝
を
一

堂
に
集
め
た
展
覧
会
で
す
。
甲
州
市
か
ら
は
市
内
三
ヵ
寺
よ

り
達
磨
図
（
国
宝
・
向
嶽
寺
所
蔵
）
ほ
か
七
点
の
作
品
が
出

品
さ
れ
て
い
ま
す
。 

   

【
甲
州
市
所
在
寺
院
か
ら
の
出
品
作
品
】

【
甲
州
市
所
在
寺
院
か
ら
の
出
品
作
品
】

【
甲
州
市
所
在
寺
院
か
ら
の
出
品
作
品
】   

松
泉
寺 

栖
雲
寺 

    

向
嶽
寺 

寺
院
名 

抜
隊
得
勝
像

ば
っ
す
い
と
く
し
ょ
う
ぞ
う 

中
峰
明
本
像

ち
ゅ
う
ほ
ん
み
ん
ぽ
ん
ぞ
う 

抜
隊
得
勝
遺
誡
板
木

ば
っ
す
い
と
く
し
ょ
う
ゆ
い
か
い
は
ん
ぎ 

塩
山
和
泥
合
水
集
板
木

え
ん
ざ
ん
わ
で
い
が
っ
す
い
し
ゅ
う
は
ん
ぎ 

抜
隊
得
勝
像

ば
っ
す
い
と
く
し
ょ
う
ぞ
う 

孤
峰
覚
明
像

こ
ほ
う
か
く
み
ょ
う
ぞ
う 

達
磨
図

だ

る

ま

ず 

作
品
名 

南
北
朝
時
代 

南
北
朝
時
代 

南
北
朝
時
代 

南
北
朝
時
代 

南
北
朝
時
代 

南
北
朝
時
代 

鎌
倉
時
代 

制
作
時
代 

県
指
定 

重
文 

重
文 

重
文 

重
文 

重
文 

国
宝 

備
考 

【
個
別
解
説
】

【
個
別
解
説
】

【
個
別
解
説
】   

●
達
磨
図
（国
宝
・向
嶽
寺
所
蔵
） 

 

こ
の
達
磨
図
は
、
上
部
に
蘭
渓
道
隆
の
賛
が
あ
る
た
め
禅

宗
導
入
期
の
禅
宗
絵
画
の
最
初
期
の
遺
品
と
判
明
す
る
、
き

わ
め
て
重
要
な
作
品
で
す
。
賛
の
末
尾
に
「
建
長
の
蘭
渓
道

隆
、
朗
然
居
士
の
た
め
に
拝
賛
す
」
と
あ
り
、
蘭
渓
道
隆
の

建
長
寺
住
持
在
任
中
に
朗
然
居
士
（
北
条
時
宗
）
の
た
め
に

賛
が
書
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

達
磨
の
顔
の
描
写
は
精
細
で
優
れ
て
お
り
、
身
体
を
包
む

衣
の
ヒ
ダ
を
表
わ
す
衣
文
線
は
流
麗
で
あ
り
な
が
ら
立
体
感

に
富
み
、
堂
々
た
る
体
躯
は
圧
倒
的
な
存
在
感
を
示
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
彩
色
は
抑
制
さ
れ
、
達
磨
は
光
と
空
気
に
包

ま
れ
、
現
実
の
空
間
に
存
在
す
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
作
風
は
、
宗
の
水
墨
画
的
な
新
様
式
に
拠
っ
て

お
り
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
の
仏
教
絵
画
の
伝
統
と
一
線
を
画

す
、
時
代
の
最
先
端
を
行
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

以
上
の
特
色
を
も
つ
本
図
は
、
禅
宗
導
入
期
の
日
本
に
お

け
る
導
入
の
中
心
地
、
鎌
倉
で
、
将
来
の
最
高
権
力
者
の
た

め
に
作
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
記
念
碑
的
な
大
作
で
あ
り
、
そ

の
歴
史
的
な
重
要
性
は
比
類
な
い
も
の
で
す
。 

●
塩
山
和
泥
合
水
集
板
木
（重

文
・
向
嶽
寺
所
蔵
） 

 

向
嶽
寺
の
開
山
抜
隊
得
勝
の

教
え
を
編
纂
し
た
著
作
で
、
民

衆
に
分
か
り
や
す
く
説
く
た
め

の
漢
字
か
な
交
じ
り
文
の
「
仮

名
法
語
」
で
書
か
れ
て
お
り
、

禅
宗
に
お
け
る
中
世
の
仮
名
法

語
を
代
表
す
る
著
作
の
一
つ
で

す
。
中
世
に
は
各
地
の
禅
刹
で

板
木
に
よ
る
書
物
が
多
く
刊
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
板
木
が

残
存
し
て
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
当
時
の
印
刷
事
業

の
実
態
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
す
。 


